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当事者とは誰か、証言はいかにして可能かを問う竹内公太のアート

竹内公太のブログにアクセスしようとしたが、うまくいかなかったので、彼に関する情報をネット

から集めたので、以下に彼のプロフィールを紹介しておきます。

年兵庫県生まれ。 年東京芸術大学美術学部先端芸術表現科卒業。近年の展覧会に「ソーシ1982 2008
ャルダイブ 探検する想像」

世田谷のギャラリー にて、 月 日まで竹内公太個展「公然の秘密」SNOW Contemporary 4 1
（ ）が開催されていた。会期： 年 月 日(土) 月 日(日)http://xyzcollective.org/archives/795 2012 3 17 – 4 1

XYZ collective SNOW Contemporary 2-30-20 1F会場： ( ) 住所：東京都世田谷区弦巻

竹内はこれまで、公共性と集団意識に対する無意識の依存と疑念をテーマとし、都市風景やパブリッ

ク・アートなど人工的に規定された風景やルールに対する身体的アプローチをもとに制作活動を続け

てきた。

最近では、福島第一原子力発電所の事故以降、同発電所にて作業員として勤務し、その後は東京電力

本店の記者会見に出席しながら発電所内の作業環境についての報告を日々ブログに綴っている。

また、 月 日に福島第一原子力発電所にて「ふくいちライブカメラ」の前に現れ携帯電話を手にカ8 28



- 2 -

メラに向かって指差しを行った通称「指差し作業員」との関連性が話題を集めている。このパフォー

マンスは後に、インターネット上にて指差し作業員本人からヴィト・アコンチ『 』( ) へのcenters 1971
オマージュ作品であるという声明がなされた。

次々に配信される震災のニュースが日常化しつつある中で、この映像ほど鋭く「見る／見られる」関

係性を鮮やかにしめしながら疑念を投げかけた行為はないだろう。

この「指差し」パフォーマンスが世界中に配信される「ふくいちライブカメラ」という公共のメディ

アを経由して発表された事は、現代美術界のみならず世間にとっても「事件」となったが、本作品に

は 以降に発表されてきた、現状に対する怒りや悔しさ、政治的な思想がこめられた他の多くの3.11
作品とは異なる視点がある。それは、この作業員が自らの主義思想を表すことなく、危機的状況だか

らこそあらわになった目に見えない「公共性と集団意識に対する無意識の依存と疑念」の存在をネッ

トというメディアを利用して鮮やかに切り出し、我々鑑賞者につきつけてきた点にある。

美術やそのルールというフィールド内だけでは収まらない様々な切り口を内包しながら端的に時代の

空気をしめしたからこそ、一連の活動に対し様々なメディアが反応し、広く人々に思考させる機会を

もたらした。

今回の個展では、竹内公太本人による”来場される方一人一人と「対話」をする”パフォーマンスが

毎日行われている。竹内は 以降、様々なメディアでやりとりされる情報を受け、人の発信する3.11
“ことば”を信じては疑うなか 「対話」の可能性についてますます考えを深めるようになったと言、

う。竹内は自身が曖昧な他者となって来場者との対話を試みることで、当事者とは誰か、証言はいか

にして可能かといった問いを我々に投げかけてくる。

また、竹内によるパフォーマンスとともに、 以降から今にいたる竹内の活動のドキュメンテーシ3.11
ョンや新作のインスタレーションもあわせて発表されている。

本展にて、指差し作業員の存在や、東京電力の記者会見に出席し続けてきた竹内自身の意図が明らか

になる。

竹内公太はこれまで、公共性と集団意識に対する無意識の依存と疑念をテーマとし、都市風景やパブ

リック・アートなど人工的に規定された風景やルールに対する身体的アプローチをもとに制作活動を

。 「 」 、続けてきた 年に での展覧会にて発表した ポータブルマインド横浜 は2008 BANKARTstudioNYK
神奈川県警察署前の掲示板にて指名手配被疑者の肖像画を描きその作品を展示した、パフォーマンス

とインスタレーション つの要素を兼ね合わせた作品だ。2

月 日におきた東北大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故以降、竹内は同発電所にて作業員と3 11
して勤務し、その後は東京電力本店の記者会見に出席しながら発電所内の作業環境についての報告を

日々ブログに綴っている。そんな竹内が関係する「指差し」パフォーマンスは、世界中に配信される

「ふくいちライブカメラ」という公共のメディアを経由して発表された。

本展「公然の秘密」では、竹内公太本人による“来場される方一人一人と「対話」をする”パフォー

マンスを毎日行う予定。また、 以降から今にいたる竹内公太の活動のドキュメンテーションや新3.11
作のインスタレーションもあわせて発表する。展覧会を通じ、指差し作業員の存在や、東京電力の記

者会見に出席し続けてきた竹内自身の意図を明らかにされる予定だ。


